
STAND UP for Epilepsyプロジェクトのお知らせ 

世界の一流スポーツ選手が、2011年夏から2012年夏のオリンピックの前に、てんかんのある方たち
と写真をとりました。その目的は、以下の3つです。 
   １．てんかんのある方をともに写真をとって励ます。 
   ２．あらゆる国のあらゆる人たちに、てんかんへの理解を深めていただく。 
   ３．国際抗てんかん連盟（ILAE)、国際てんかん協会（IBE）、WHOのGlobal   
 Campaign活動を支援する。 
日本では、横綱白鳳関とプロテニス選手奈良くるみさんの賛同を得て、写真を撮りました。世界中の
てんかん関係支部から、陸上競技ボルト選手たちの100枚近い写真が寄せられ、2012年9月30
日からヨーロッパてんかん学会会場で公開されました。 
これを機会に世界で力をあわせて、てんかんのある方たちを支え、てんかんの病気を克服していきま
しょう。撮影にご協力をいただいた関係者の方々に感謝申し上げます。 
 

日本てんかん学会理事長 兼子 直 
日本てんかん協会会長 鶴井啓司 

 

これらの写真のコピーライトは、国際抗てんかん連盟（ILAE)と国際てんかん協会（IBE）にあります 
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